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体力派向けのスペシャルコースは根

子岳山頂にコントロール、と菅平でオリ

エンテーリング大会があると誰かしら

そんな冗談を言う。まさか本当にコント

ロールがおかれると思われたことはな

かっただろう。 

５月１１日に行われた『ジャパンロゲ

イニングチャレンジ２００３』では２８

チームがその根子岳山頂に設置された

コントロールを通過。その他９７チーム

を含めた１２５チームが広大な菅平高

原を満喫した。 

 

 男子６時間の部優勝は５０コントロ

ールのうち、２９コントロールを回り１

６８５点を獲得した柳下大選手。女子は

１２０１点の加納尚子。混合部門は全体

順位でも２位の１５７８点を獲得した

富田吉郎、暢子夫妻のチーム「走るぽん

ぽこりん」。５０歳以上の部門では藤原

三郎、３時間の部では男子が大北洋平、

女子は須藤ともえがそれぞれ優勝した。 

昨年の９月１５日に行われた３時間

のミニ・ロゲインニングでは、菅平高原

でオリエンテーリングマップが存在す

るエリアのみが競技エリアとなってい

た。また、使用された地図もオリエンテ

ーリングの地図であったため、全く別競

技というより、ロングOのようなものと

いう感覚の選手が多かった。しかし、今

回はクォーターロゲイン。競技時間が６

時間と前回の倍で、常時走ることは困難。

給水や栄養補給も必要。地図も国土地理

院発行の２万５千分の１の地図が使わ

れる、と前回と比較すると、競技として

新たな要素がいくつか加わった。 

競技時間が長くなったことから、大き

く競技エリアが拡大されることが予想

された。しかし、標高２２０７メートル

ある根子岳の山頂付近にコントロール

が設置されると予想された人は多くは

なかっただろう。スタート地点は裏ダボ

スゲレンデのふもとで１３２２メート

ル。根子岳の山頂まで単純計算で約９０

０メートル近い登りである。 

「ロマンを求める者は根子岳に行き優

勝を求めるチームは西に向かった」と混

合クラスに夫婦で出場し優勝した富田

吉郎。 

富田夫妻は混合にも関わらず、多くの

男子選手に勝ち、全体の得点でも２位だ

った。 

「ペアなので女子の体力を考えたら

（根子岳に）行かないでしょう。とにか

く最初に根子岳に行かなかったのが勝

因」と勝負に徹した結果が好成績につな

がったとしている。 

オリエンテーリングと異なりコント

ロールを回る順番が決められていない

ロゲインニングでは、作戦が大きく結果

を左右する。全てのコントロールを時間

内で回ることは不可能な上、それぞれの

コントロールに点数配分もされている

ので、あるコントロールに行くことが効

率的なのかどうかの作戦を立てること

が重要なのだ。 

では、ナビゲーションの重要性はそれ

ほど高くないか、というとそうでもない。

もちろん、競技時間が６時間と長いため

秒単位のミスが大勢に影響するという

ことはない。しかし、コントロールは意

外に細かい地形におかれ、ある程度のナ

ビゲーションスキルが要求された。 

通常ロゲイニングは２万５千分の１

の地図で行われ、オリエンテーリングマ

ップほど地形表現が細かくない。同じエ

リアを比較するとその違いは一目瞭然

である。今回はオリエンテーリングマッ

プを携帯することが許可されたが、「カ

ンニングペーパーみたい」という声があ

ったほどナビゲーションの差が出た。 

持っていかなかったチームや、オリエ

ンテーリングの経験がなく使いこなせ

ないチームなどは、大きなハンディを背

負った。 

有力選手の一人である菅原琢は序盤

にオリエンテーリングマップを紛失し

たため、苦戦を強いられた。女子では日

本選手権優勝者の塩田美佐も中盤地図

を紛失し不本意な成績に終わった。 

今後の大会においてオリエンテーリ

ングマップをどのような扱いにしてい

くかは一つの課題である。オリエンティ

アメーリングリスト上でも議論が繰り

広げたが、ロゲイニングというスポーツ

をオリエンテーリングの延長として捉

えるか、それともアドベンチャーにより

近いスポーツとして考えるかがポイン

トとなろう。 

今回の参加者には多くのアドベンチ

ャーレーサーやトレールランナーら、オ

リエンテーリング経験の浅い出走者も

多かった。ロゲイニングをきっかけにオ

リエンテーリングに親しむことが期待

される。 

出走者は勝負に拘るものだけでなく、

菅平を楽しむために出場したチームも

多かった。そんなチームの多くは根子岳

を目指したようである。 

「今回は彼女が根子岳登りたいという

から登った」とはある有力選手。 

来年は１２時間、もしくは２４時間の

競技が計画されているようであるが、四

阿山のコントロールに向かう選手が多

くいるのか楽しみである。 

 

（山本英勝 hidi_o@yahoo.co.jp） 

今回使った地図の一部。根子岳山頂は130点が配点。

標高２２０７メートルのコントロールにチャレンジ 

Oマップとの同エリアの比較をすると同じ場所に見えない


